
(57)【要約】
【課題】排ガス中水分が低い条件であっても酸性ガスを効率的に除去することができ、酸
性ガス排出濃度及び酸性ガス処理剤使用量を共に低減することができ、しかもダイオキシ
ン類の再合成等の問題がない排ガス処理方法を提供する。
【解決手段】ごみ焼却炉や火力発電所ボイラー等から生じる排ガス中の酸性ガス成分を、
消石灰を含む酸性ガス処理剤を用いて処理方法する際に、酸性ガス処理剤を排ガス温度が
２５０℃～８００℃、好適には３００℃～４００℃である煙道中に吹き込む。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ご み 焼 却 炉 や 火 力 発 電 所 ボ イ ラ ー 等 か ら 生 じ る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス 成 分 の 処 理 方 法 に お い
て 、 消 石 灰 を 含 む 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 排 ガ ス 温 度 が ２ ５ ０ ℃ ～ ８ ０ ０ ℃ で あ る 煙 道 中 に 吹 き
込 む こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
排 ガ ス 温 度 が ３ ０ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 排 ガ ス 処 理 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 排 ガ ス 中 の 水 分 が ２ ５ 重 量 ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 排
ガ ス 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ い ず れ か １ 項 記 載 の 排 ガ ス 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 煙 道 中 に 濾 過 式 の 集
塵 装 置 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 集 塵 装 置 は 、 排 ガ ス 温 度 が ３ ０ ０ ℃ 以 上 の 煙 道 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ 記 載 の 排 ガ ス 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 集 塵 装 置 は 、 排 ガ ス 温 度 が ３ ５ ０ ℃ 以 上 の 煙 道 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ 記 載 の 排 ガ ス 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
消 石 灰 と し て 、 Ｂ Ｅ Ｔ 比 表 面 積 が ３ ５ ｍ ２ ／ ｇ 以 上 且 つ 細 孔 容 積 が ０ ． １ ５ ｃ ｍ ３ ／ ｇ 以
上 で あ る 消 石 灰 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ い ず れ か １ 項 記 載 の 排 ガ ス 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
酸 性 ガ ス 成 分 が 硫 黄 酸 化 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ７ い ず れ か １ 項 記 載 の
処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 酸 性 ガ ス 成 分 を 含 有 す る 排 ガ ス 、 特 に ご み 焼 却 排 ガ ス や 発 電 所 ボ イ ラ ー ガ ス 等
の 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス 成 分 を 効 率 よ く 除 去 で き る 酸 性 ガ ス 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ご み 焼 却 炉 、 火 力 発 電 所 そ の 他 の ボ イ ラ ー 等 か ら 生 じ る 排 ガ ス は 、 一 般 に 硫 黄 酸 化 物 、 塩
化 水 素 等 の 酸 性 ガ ス 成 分 を 多 量 に 含 有 す る た め 、 通 常 は こ れ を 排 ガ ス 煙 道 中 に お い て 消 石
灰 な ど の 塩 基 性 物 質 粉 体 か ら な る 酸 性 ガ ス 処 理 剤 と 接 触 さ せ て 硫 酸 塩 や 塩 化 物 の 粉 体 と し
、 こ れ を バ グ フ ィ ル タ ー や 電 気 集 塵 器 で 分 離 し た 後 に ガ ス 分 を 大 気 中 に 放 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
酸 性 ガ ス 処 理 剤 と し て 用 い ら れ る 消 石 灰 は 、 通 常 、 集 塵 装 置 の 直 前 の 煙 道 に 吹 き 込 ま れ 、
排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス 成 分 と 反 応 し 、 排 ガ ス 処 理 が 行 わ れ る 。 消 石 灰 と 酸 性 ガ ス 成 分 と の 反
応 性 は 、 反 応 場 所 の 温 度 や 水 分 な ど の 環 境 の 影 響 を 受 け 、 一 般 に 反 応 温 度 は 低 い ほ う が 反
応 性 は 良 好 で あ り 、 水 分 は 多 い ほ う が 反 応 性 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
排 ガ ス 処 理 の 温 度 に つ い て は 、 近 年 、 ご み 焼 却 炉 か ら 生 じ る 排 ガ ス 中 に 含 ま れ る 猛 毒 物 質
で あ る ダ イ オ キ シ ン 類 の 低 減 の た め に 、 ま た 排 ガ ス を 利 用 し た 熱 回 収 ボ イ ラ ー 導 入 の 結 果
と し て 、 低 く 抑 え ら れ る よ う に な っ て き た 。 具 体 的 に は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 ２ ５ ０ ℃ か
ら ３ ０ ０ ℃ 付 近 に お い て 再 合 成 さ れ る と い わ れ て い る た め 、 近 年 の ご み 焼 却 炉 の 集 塵 設 備
は 、 こ の ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 を 防 止 す る た め に 排 ガ ス 温 度 １ ５ ０ ℃ ～ １ ８ ０ ℃ で バ グ
フ ィ ル タ ー を 使 用 す る 、 低 温 バ グ フ ィ ル タ ー 方 式 が 採 ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
排 ガ ス 中 の 水 分 に つ い て は 、 従 来 、 直 接 水 噴 射 に よ る 排 ガ ス の 減 温 方 法 の 場 合 の ４ ０ ％ 程
度 で あ っ た が 、 熱 回 収 ボ イ ラ ー を 利 用 す る 設 備 が 増 え 、 ２ ０ ％ 程 度 に 減 少 し て い る 。 従 っ
て 、 近 年 の 環 境 で は 、 温 度 が 低 く な っ て き て い る こ と に よ り 反 応 性 が 良 く な っ て い る 反 面
、 水 分 が 減 少 し て い る 部 分 に つ い て は 反 応 性 が 悪 く な る 方 向 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 消 石 灰 を 用 い た 排 ガ ス 処 理 に お い て 、 Ｓ Ｏ ２ の 除 去 性 能 が 悪 く な る と い う 問 題 が あ る
。 こ れ は 酸 性 ガ ス 成 分 と し て Ｈ Ｃ ｌ 、 Ｓ Ｏ ２ が 混 在 す る 場 合 に 、 反 応 性 が 高 い Ｈ Ｃ ｌ と 消
石 灰 が 先 に 反 応 し 、 そ の 結 果 Ｓ Ｏ ２ と 消 石 灰 の 反 応 が 不 十 分 に な る た め で あ り 、 Ｓ Ｏ ２ の
排 出 濃 度 を 低 減 さ せ る た め に は さ ら に 多 く の 消 石 灰 を 吹 き 込 む 必 要 が あ っ た 。
さ ら に Ｈ Ｃ ｌ と 消 石 灰 は 反 応 す る と Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ に な る が 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ は 潮 解 性 物 質 で あ る
た め 、 温 度 が 低 く な る と 潮 解 し 、 バ グ フ ィ ル タ ー の 濾 布 に 付 着 し て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 発 電 所 ボ イ ラ ー な ど の 排 ガ ス の 酸 性 ガ ス 成 分 の 中 の 硫 黄 酸 化 物 の 処 理 に つ い て は 、
炭 酸 カ ル シ ウ ム ス ラ リ ー と 接 触 さ せ て 処 理 す る 湿 式 法 が 行 わ れ て い る が 、 湿 式 法 は 設 備 の
運 転 や 維 持 管 理 の 面 で 費 用 が か か り 、 ま た 水 分 の 蒸 発 に よ る 排 ガ ス 量 が 増 大 す る な ど の 欠
点 が あ っ た 。
ま た 、 ど ち ら の 場 合 に お い て も 、 大 気 中 に 放 出 す る と き に 排 ガ ス 中 水 分 が 凝 集 し 白 煙 が 発
生 し て し ま う の で 、 そ れ を 防 ぐ た め に 排 ガ ス を 再 加 熱 す る 必 要 が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 の 酸 性 ガ ス 処 理 方 法 が も つ 問 題 点 を 解 決 し 、 酸 性 ガ ス 中 の 酸
性 ガ ス 成 分 を 効 率 よ く 除 去 で き る 排 ガ ス 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 ガ ス 中 水 分 が 低 い 条 件 に お け る 排 ガ ス 処 理 方 法 に つ い て 鋭 意 研 究 を 重 ね た
結 果 、 ２ ５ ０ ℃ 以 上 の 高 温 雰 囲 気 で は 、 消 石 灰 と Ｈ Ｃ ｌ や Ｓ Ｏ ２ な ど の 酸 性 ガ ス 成 分 の 反
応 が 、 ガ ス 中 水 分 が 低 い 条 件 で あ っ て も 反 応 性 が 向 上 す る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ
い て 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 で あ る 消 石 灰 を 排 ガ ス 温 度 が ２ ５ ０ ℃ ～ ８ ０ ０ ℃ で
あ る 煙 道 中 に 吹 き 込 む こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 処 理 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 に お い て 、 好 適 に は 排 ガ ス 温 度 ３ ０ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ の 煙 道 中 に 吹
き 込 む 。 ま た 本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 は 、 水 分 量 が ２ ０ ％ 以 下 の 排 ガ ス 処 理 に 好 適 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 で 対 象 と す る 排 ガ ス は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 ご み 焼
却 炉 、 発 電 ボ イ ラ ー 等 か ら 排 出 さ れ る 高 温 の 排 ガ ス で 、 ガ ス 中 に 炭 酸 ガ ス の ほ か 、 亜 硫 酸
、 二 酸 化 硫 黄 等 の 硫 黄 酸 化 物 や 塩 化 水 素 等 の 酸 性 ガ ス を 含 有 す る も の で あ り 、 こ の よ う な
排 ガ ス が 送 ら れ る 煙 道 に お い て 本 発 明 の 処 理 方 法 が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 に お い て 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 と し て は 、 消 石 灰 を 含 む 塩 基 性 物 質 粉
体 を 用 い る 。 消 石 灰 １ ０ ０ ％ で も よ い が 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の 塩 基 性 物 質 を 含 有 し て
い て も よ い 。
消 石 灰 は 、 工 業 用 消 石 灰 で も よ い が 、 本 発 明 の 方 法 に お い て 酸 性 ガ ス 成 分 の 除 去 効 率 を よ
り 向 上 さ せ 、 充 分 な 能 力 を 発 揮 す る た め に 、 Ｂ Ｅ Ｔ 比 表 面 積 が ３ ５ ｍ ２ ／ ｇ 以 上 お よ び 細

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-237249 A 2004.8.26



孔 容 積 が ０ ． １ ５ ｃ ｍ ３ ／ ｇ 以 上 で あ る 高 反 応 性 消 石 灰 を 使 用 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 、 酸 性 ガ ス 成 分 を 含 む 排 ガ ス を 送 る 煙 道 中 に 吹 き 込 む 。 煙 道
中 を 送 ら れ る 排 ガ ス の 温 度 は 、 徐 々 に 低 下 す る が 、 本 発 明 の 方 法 に お い て は 排 ガ ス 温 度 が
２ ５ ０ ℃ か ら ８ ０ ０ ℃ の 範 囲 で あ る 煙 道 中 に 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 吹 き 込 む こ と が 重 要 で あ る
。 こ の よ う な 温 度 範 囲 で 高 い 処 理 性 能 を 得 る こ と が で き る 。 排 ガ ス 中 の 水 分 量 が 少 な い 場
合 に は 、 温 度 ２ ５ ０ ℃ 未 満 で は 、 消 石 灰 と 酸 性 ガ ス 、 特 に 硫 黄 酸 化 物 と の 反 応 性 が 低 下 し
、 処 理 効 率 が 悪 く な る 傾 向 が あ る 。 ま た ８ ０ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 で も 処 理 性 能 が 低 下 す る が
、 こ れ は 、 消 石 灰 か ら 脱 水 し て 生 成 し た 生 石 灰 粒 子 が 熱 変 成 を 受 け て 溶 融 し 、 粒 子 構 造 が
変 化 す る た め と 推 察 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ご み 焼 却 炉 や 発 電 所 ボ イ ラ ー 等 の 燃 焼 排 ガ ス の よ う に Ｃ Ｏ ２ が 多 く 含 ま れ て い る 排 ガ ス の
場 合 に は 、 排 ガ ス 温 度 が ３ ０ ０ ℃ か ら ４ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 で 処 理 を 行 う こ と が 好 適 で あ る 。
即 ち 、 排 ガ ス 温 度 が ４ ０ ０ ℃ を 超 え る と 、 消 石 灰 と Ｃ Ｏ ２ と の 反 応 が 他 の 酸 性 ガ ス 成 分 と
の 反 応 に 比 べ て 優 先 的 に 起 こ る た め 、 他 の 酸 性 ガ ス 成 分 を 処 理 す る た め に は 更 に 酸 性 ガ ス
処 理 剤 を 吹 き 込 む 必 要 が 生 じ 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 の 量 、 そ れ に 伴 う 生 成 煤 塵 量 が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 問 題 を 回 避 す る た め に は 、 集 塵 機 に お け る 排 ガ ス 温 度 は ３
０ ０ ℃ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ３ ５ ０ ℃ 以 上 で あ る と よ り 好 ま し い 。
な お 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 の 吹 き 込 み は 、 煙 道 の よ う に 連 続 的 に 排 ガ ス が 流 れ る 系 で は 、 空 気
輸 送 に よ り 行 な う こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う に 本 発 明 の 排 ガ ス 処 理 方 法 で は 、 所 定 の 温 度 範 囲 で 消 石 灰 を 含 む 酸 性 ガ ス 処 理 剤
と 酸 性 ガ ス と を 反 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る が 、 こ の よ う な 温 度 範 囲 内 に 酸 性
ガ ス 処 理 剤 を 長 時 間 に わ た っ て 滞 留 さ せ る こ と を 目 的 と し て セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ ー な ど の
高 温 対 応 型 濾 過 式 集 塵 機 を 使 用 す る と 効 果 的 で あ る 。 従 っ て 、 集 塵 機 は 排 ガ ス 温 度 が ３ ０
０ ℃ か ら ４ ０ ０ ℃ の 範 囲 の 煙 道 内 に 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 高 い 排 ガ ス 温 度 の 領 域 に 集 塵 機 を 設 け る こ と に よ り 、 酸 性 ガ ス 成 分 と 酸 性 ガ ス
処 理 剤 の 接 触 時 間 を 長 く し 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 の 反 応 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 高 温 時 に 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 含 む 排 ガ ス 中 煤 塵 を 集 塵 す る こ と で 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の
再 合 成 や 反 応 物 の 潮 解 に よ る 装 置 へ の 不 具 合 を 起 こ す 危 険 が 低 減 さ れ る 。 さ ら に 排 ガ ス の
温 度 を 必 要 以 上 に 下 げ る 必 要 が な く な る た め 、 排 ガ ス の 再 加 熱 も 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 実 施 例 】
次 に 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 例 に よ っ て 何 ら 限
定 さ れ る も の で は な い 。 尚 、 以 下 の 実 施 例 に お い て 「 ％ 」 は 特 に 断 ら な い 限 り 「 重 量 ％ 」
を 意 味 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 実 施 例 及 び 比 較 例 ＞
図 １ に 示 す よ う に 、 ガ ス 混 合 部 １ １ と 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 耐 熱 性 の 網 状 部 材 内 に 固 定 し た
酸 性 ガ ス 処 理 剤 固 定 層 １ ３ を 内 部 に 設 け た 反 応 部 １ ２ と を 有 す る 試 験 装 置 を 用 意 し た 。 各
ガ ス 供 給 部 （ 図 示 せ ず ） と 混 合 部 １ １ と の 導 管 及 び 混 合 部 １ １ と 反 応 部 １ ２ と の 導 管 は 加
熱 導 管 と し 、 ま た 反 応 部 １ ２ に も 加 熱 装 置 を 設 置 し 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 固 定 層 １ ３ を 所 定 の
温 度 に 加 熱 し た 。 こ の 状 態 で 、 酸 性 ガ ス 成 分 を 含 む 原 ガ ス と 所 定 水 分 を 含 む ガ ス を 混 合 部
１ １ に て 混 合 し て 反 応 ガ ス と し 、 そ の 反 応 ガ ス を 加 熱 導 管 で 加 熱 し 、 反 応 部 １ ２ で 、 あ ら
か じ め 所 定 温 度 に 加 熱 し て あ る 酸 性 ガ ス 処 理 剤 固 定 層 １ ３ に 通 じ て 酸 性 ガ ス 成 分 と 反 応 さ
せ 、 反 応 後 の 処 理 ガ ス の 濃 度 を 分 析 計 １ ４ で 測 定 し 、 酸 性 ガ ス 除 去 率 を 求 め た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
酸 性 ガ ス 成 分 と し て は Ｓ Ｏ ２ ガ ス を 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 と し て は Ｊ Ｉ Ｓ 特 号 消 石 灰 （ Ｂ Ｅ Ｔ
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比 表 面 積 １ ５ ｍ ２ ／ ｇ 、 細 孔 容 積 ０ ． ０ ７ ｃ ｍ ３ ／ ｇ 、 奥 多 摩 工 業 社 製 ） と 高 反 応 性 消 石
灰 「 タ マ カ ル ク ‐ ス ポ ン ジ ア カ ル （ Ｔ Ｋ － Ｓ Ｐ ） 」 （ Ｂ Ｅ Ｔ 比 表 面 積 ４ ５ ｍ ２ ／ ｇ 、 細 孔
容 積 ０ ． ２ ０ ｃ ｍ ３ ／ ｇ 、 奥 多 摩 工 業 社 製 ） を 用 い た 。
排 ガ ス 中 の Ｓ Ｏ ２ ガ ス 濃 度 は １ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 反 応 時 間 は ２ 時 間 と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 酸 性 ガ ス 処 理 剤 及 び 反 応 温 度 に よ る 処 理 の 比 較 ＞
ま ず 、 上 記 の 各 酸 性 ガ ス 処 理 剤 ３ ７ ２ ｍ ｇ を 用 い て 、 排 ガ ス 中 の 水 分 ８ ％ の 条 件 に お い て
温 度 を 種 々 変 化 さ せ て 処 理 を 行 い 、 処 理 後 の Ｓ Ｏ ２ 量 か ら Ｓ Ｏ ２ 除 去 率 を 求 め た 。 結 果 を
表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ ガ ス 中 水 分 及 び 処 理 温 度 に よ る 処 理 の 比 較 ＞
次 に 、 酸 性 ガ ス 処 理 剤 と し て Ｔ Ｋ － Ｓ Ｐ １ １ １ ６ ｍ ｇ を 用 い て 、 排 ガ ス 中 の Ｓ Ｏ ２ ガ ス 濃
度 １ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 Ｃ Ｏ ２ 濃 度 ９ ％ の 条 件 に お い て 、 水 分 及 び 温 度 を 種 々 変 化 さ せ て 処 理
し た と き の Ｓ Ｏ ２ 除 去 率 を 求 め た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の 結 果 か ら も 分 か る よ う に 、 本 発 明 の 処 理 方 法 に よ れ は 、 排 ガ ス 中 水 分 が 低 い 条 件 で
あ っ て も 効 率 的 に 酸 性 ガ ス を 除 去 で き た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 酸 性 ガ ス 成 分 を 含 む 高 温 の 排 ガ ス 中 に 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 吹 き 込 む こ と で
、 排 ガ ス 中 水 分 が 低 い 条 件 で あ っ て も 酸 性 ガ ス を 効 率 的 に 除 去 で き る た め 、 酸 性 ガ ス 排 出
濃 度 を 低 減 す る と と も に 酸 性 ガ ス 処 理 剤 使 用 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 特 に 、 所 定 の 排
ガ ス 温 度 の 領 域 に 集 塵 機 を 設 置 す る こ と に よ り 、 高 温 時 に 酸 性 ガ ス 処 理 剤 を 含 む 排 ガ ス 中
煤 塵 を 集 塵 す る こ と が で き 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 や 反 応 物 の 潮 解 に よ る 装 置 へ の 不 具
合 を 起 こ す 危 険 が 低 減 さ れ る 。 ま た 排 ガ ス の 温 度 を 必 要 以 上 に 下 げ る 必 要 が な く な る た め
、 排 ガ ス の 再 加 熱 も 不 要 に な る メ リ ッ ト が あ る 。
ま た 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム ス ラ リ ー を 利 用 し た 湿 式 法 と 比 べ て 、 排 ガ ス 量 が 増 え る こ と も 無 く
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、 設 備 費 用 や 運 転 費 用 も 少 な く 、 経 済 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 で 用 い た 装 置 の 概 要 を 示 す 図 。

【 図 １ 】
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